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平成 

昭和 ３年１０月 ７日生 

（満３２歳） 

所  属  

役 職 名  

現 住 所  

本 籍  

最終学歴  

学  位  

専門分野  

所属学会  

主な受賞歴 

日本△△△学会奨励賞「○○○○に関する研究」（2017 年） 

日本○○学会若手賞「△△△に関する研究」（2020 年） 

研究履歴及び主な研究テーマ 

・在籍した研究機関毎に主な研究テーマを記載してください。  

平成○年～○年：○○大学大学院○○研究科：□□を解明するための△△に関する研究  

平成○年～○年：○○大学○○研究科助教：□□をするための△△に関する研究  

令和○年～現在：○○大学大学院○○研究科准教授：新システム△△に関する研究  

 

２ 研究成果内容・推薦理由 

⑴研究成果名 

 □□を解明するための△△に関する研究  

⑵研究成果要約（２００～３００字程度）  

⑶具体的研究成果 

・箇条書きで記載してください  

・参考資料がある場合には添付してください。 

・○○については、○○が課題となり○○○○が未解明であったが、○○することで○○

出来る解析法を確立し、○○について明らかとした（資料１）。また、□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□。これにより、・・・・・。 

・・・○○で○○することが可能となり、○○の開発が出来た（資料２）。  

・△△については、△△が課題となり△△が未解明であった。これについては、△△を解



決する必要があったが、共同研究の結果、△△出来る解析法を確立した。また、□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□。この解

析法を開発するに当たって、△△の条件検討が必要であり、△△に重要な△△について

明らかとした（資料３、４）。これにより、・・・・・△△の開発が出来た（資料５）。 

・□□・・・・・・。・・・・・・・・・。 

 

⑷推薦基準  

・該当項目に印をつけてください（複数選択可）。 

（１）技術開発に関し、優れた研究成果をあげた者  

（２）新しい現象、有用物質の発見、有用品種の育成等を行った者  

（３）新しい理論解析、実験手段、測定方法等を創案した者  

（４）有用データの収集、解析、評価を行い、優れた結果を得た者  

⑸推薦理由 

・箇条書きで、できるだけ詳細に記載してください。  

・参考資料がある場合には添付してください。 

・本研究により生み出された（又は今後生み出される）県内産業・企業・社会等への貢献・

波及効果について、それぞれの領域において生じた変化の実績（又は見込み）が分かる

よう具体的に記載してください。 

・○○の研究においては、○○する原因が解明されておらず、○○することが出来なかっ

たが、本研究○○によって、○○が明らかとなり、○○することが可能になった。  

・○○○○については、従来○○であったが、○○することで○○の現象をはじめて解明

した。これにより、今後、○○することが可能となると考えられ、○○に貢献できる。  

・○○○○に関する技術を開発したことで、これまで出来なかった○○をはじめて明らか

とした。これは、○○産業にとって大きなイノベーションであり（記事１）、今後、○○

の改善が見込まれる重要な技術開発である。  

 

 

３ 著書、論文、発表、特許  

・主要なものについて記載してください。論文についてはコピーを添付してください。  

・下記の他、所報や報道（新聞・テレビ・インターネット）等による発表実績がある場合

には、自由に記載してください。 

・著書 

1) 最新○○DNA 鑑定の手引, 第 3 章○○の DNA 鑑定, p34-48, 研究所編(2011) (資料４)  

・論文 

1) Yamagata N, Ushida G, Imoda T, Shoda Y. ○○○○○○○○○○. Beef Biology 

2016(2):829-901.(資料 1) 

2) Ushida G, Yamagata N, Imoda T, Shoda Y. ○○○○○○○○○○. Beef Biology 

2021(3):829-901.(資料 2) 

3) ○○○○○・・・・・・ 

・学会発表 

1) 日本△△△学会年会（令和○年○月○日）、○○○○に関する研究 

2) 日本○○学会東北支部（令和○年○月○日）、△△△に関する研究 

3) ○○○○○・・・・・・ 

・特許 

1) ○○○の○○を○○する方法 特許第 20120829 号 

 



４ 自薦の場合の実績証明者（２名以上記載すること）  

１ 

氏 名  

所 属  

役職名  

連絡先  

２ 

氏 名  

所 属  

役職名  

連絡先  

３ 

氏  名  

所 属  

役職名  

連絡先  

 

※必要に応じて記入欄を広げ、調書全体で２ページを超えても構いません。 

※具体的研究成果及び推薦理由は、できるだけ詳細に記載してください。  


